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現時点の資料では、情報が少なく質問できるような状態にない。もう少し具
体的に詳しく書いた資料が欲しい。

今日の説明会は候補地を今回の場所で進めていくということをま
ず、住民の方々に説明するために開いている。現時点で、事業に着
手していない状態にあるので、今回のような説明会となっている。
今後進入路等を含めて地元と確認しながら進めていきたい。

説明会については、本日の説明会が今回の関係者説明会で我々住民へ向けて
次に説明会が開かれるのは、スケジュールにある基本設計説明会だけなのか
教えて欲しい。。

周辺の方に説明を行う必要が生じたら、その都度説明したいと考え
ている。

二つの保育園が一つになるということで、3,600㎡という広さは園庭や駐車
場等を含めて十分な広さとして想定されているのか教えて欲しい。

面積的には余裕のあるという形ではない。２園の児童をきちんと受
け入れできる施設を整えて、そのうえで駐車場等をかまえていくと
いうことになるので、現在運営法人とどのような施設にしていくの
か協議している。

候補地の進入路について、幅が狭く、事故等が起こる可能性があると思うが
対策等は何かしているのか教えて欲しい。

進入路については課題であると市としても認識している。間口を広
げて安全性を確保していくという一つの案もある。また進入路を一
方通行の進入のみにして、南側にスロープをつけて退出路としてい
くという案も検討している。また、行き違いもできない状況ではあ
るので、どういった形で課題がクリアできるのか検討している。

候補地の隣地が家屋ということで、工事による損失補償はあるのか教えて欲
しい。

工損調査等を行う予定はある。

質問 回答
移転候補地に私の土地が隣接しており、法面になっている。保育園が建つと
なると、雑草の草刈りが必要になると思うが、市が手入れしてくれるのか教
えて欲しい。

緑ヶ丘地区の団地については、住宅供給公社が国の制度を利用して
整備していると聞いている。そのため、緑地部分として利用してい
る場合、国の制度条件等を確認し協議していきながら、進めていく
必要がある。明確な回答は、現時点で行えない。

地盤を削って土地の高さを下げるか教えて欲しい。 地盤を削るということは考えておらず、そのまま今の場所で整地し
て建築するという形を想定している。



小さい子どもがいるが、工事車両については通学路を避けてくれるのか。 完全に通学路を避けるということができるのか分からないが、例え
ば通学の時間を避けることであったり、安全対策を進めたりしなが
ら、工事業者と協議を行う。

園児は何人くらい想定されているのか。 現在十市保育園の園児が120名程度、稲生保育園の園児が50名程度
おり、この人数を合わせた170名程度の施設は少なくとも作らなけ
ればならないと考えている。

中学生が下り坂を勢いよく下っていくので、安全面が気になる。 できるだけ表示を行うことや安全のための装置をつける等安全確保
をする方法を模索していく。

現在の候補地へ保育園の建設が決まった場合、南側の法面の整備等も行って
くれるのか。

南側の法面については南国市所有ではありますが、子育て支援課が
管轄しているわけではない。法面部分の草の管理については都市整
備課が管理しているので、今後協議を行う。

現時点で南国市として稲生と十市については、現在の候補地が適正に配置さ
れているということで間違いないということか教えて欲しい。

はい、全体の枠の中で適正に配置していると考えている。

小さな子どもたちのために、高台へ移転するというのは賛成だ。保育園が建
設されるということで交通量も多くなることが予想されるので子どもたちの
安全対策が気になっているが、高齢者にとっては子どもたちの声が聞こえて
くるというのは楽しみだ。色々と問題点はあると思いますが、良い方向へ進
んでいっていもらいたい。

ありがとうございます。工事での子どもたちへの安全性について
は、工事業者とも協議し詰めていきたいと思っている。他の市の設
備についても一定そのような話は出てきているので、できるだけ子
どもたちへの安全対策を進めていきたい。

保育園が建設され、近隣の避難所として利用できれば非常に助かる。この辺
りについては現在の避難場所が十市小学校なので南の方へ下っていかなけれ
ばならないということを懸念していたが、今回の候補地について災害時の避
難場所としての利用できれば助かる。

災害時の避難施設について、市のほかの施設でも発災時に避難場所
として利用するということを検討している施設もあり、園の設備等
を含めてどういった利用ができるのか検討しながら進めていく。

稲生や十市に通園されている方はその園に希望して通園されているのか、希
望に沿わず仕方なく通園されているのかわからないが、南国市として全体を
考えて保育園についてはここしかないということで決められているのか教え
て欲しい。

現在、市の保育の受け皿としてはいわゆる待機児童と呼ばれる方は
いない。希望の施設へ通えないという方はいるが、一定受け皿とし
ては充足していると考えている。移転、統合、再整備等はあるが、
保育に適した場所へ市として全体的に受け皿の確保は必要であると
考えた中で、稲生や十市の南部にある保育施設には現在の候補地が
適地であると考えている。



東側の進入路から入り、南側へ退出路をつけるという話だが、送迎の時に保
護者の方が本当に守るのかどうかわからない。現時点では、進入路を広げる
形になると思うが送迎時に渋滞することも考えられ、接している県道につい
ても通行する車の見通しも悪く、渋滞している車との事故も考えられ危険だ
と思う。何らかの対策を行うのか。

間口を広げて安全性を確保していくという一つの案や進入路を一方
通行の進入のみにして、南側に一方通行で退出路をつけるという案
も検討している。いずれにしても開発の要件等も確認しながら進め
ていく。保護者の方が守るかどうかについては、最初からルールを
決めて行っていけば、一定保護者さんの理解も得られると考えてい
る。

施設ができたとして、3,600㎡の敷地の雨水の排水処理について対応できる
のか。

建築の設計の段階で、基準に沿って進めていく。

住民が来る来ないは別にしてそれぞれの区切りにおいて説明会を開き、住民
と意見交換しながら進めて欲しい。

時間はかかると思うが、保護者様や地元の方の意に沿う形で進めて
いく。

以前に反対もあったと聞いているが、稲生地区の方は了承されているのか。 稲生地区の方にも今週説明会を開いて、地区内に適地がないという
ことで高台へ移転する今回の候補地しかないのではないかとの意見
をもらっている。

進入路付近に横断歩道や信号機を設置するのか教えて欲しい。。 警察と協議をしていく必要はあるが、信号機の設置は難しいという
話を聞いている。

静かな環境を求めてこちらで住んでいるが、今回の候補地へ移転する場合子
どもの高い声が響くと思うが、子どもの声が聞こえる範囲や防音対策等どの
ようにされるのか。高齢者も増えてきて平日家にいることが多いと思うので
ストレスになるのではないか。

設計の段階で、子どもの声の響く方向性や範囲についての資料が示
せるだろう。今後どのような施設を作るのか検討していく。

子どもが何か投げると下へ落下し、ガーデニングをしている人へのけがや家
屋等が損害を受けると思うが、何か対策はしてくれるのか。

建築の段階でどのように防止できる方法があるのかと実際に子ども
へどのように指導していくかということを運営法人と協議を行う。


